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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Visualization of junctional epithelial cell replacement by oral gingival epithelial cells」
について、上記の主査１名、副査２名が個別に審査を行った。 
歯の萌出直後の接合上皮(JE)は歯原性上皮に由来し、経時的に口腔歯肉上皮(OGE)由来細胞に置換するが、
その詳細は不明である。本研究では、萌出直後の歯原性上皮由来の JEにおける OGE 由来細胞による置換の
詳細な過程について検証するため、器官培養した胎生 14 日齢 C57BL/6-Tg(CAG-EGFP) マウスの歯胚を抜歯
窩に移植し免疫組織学的解析を行うとともに、萌出直後に口蓋側 JE部分を切除し、治癒過程の経時的な解
析を行った。その結果、移植歯の JEは経時的に OGE由来細胞によって基底層より置換されること、また切
除治癒後においても JEは OGE 由来細胞によって構成されることが明らかとなった。さらに、歯原性上皮由































胞が遊走し、上皮のターンオーバーに関与する可能性と DAT細胞は laminin 5と Integrin によって歯と接






















後、免疫染色や、in situ hybridization 法などを行い更なる見当が必要である。） 
 
主査の高見委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
